
 

八戸市市制施行90周年記念事業 

「全国路地サミット2019 in 八戸」の開催について 

 

１．目  的  全国の路地及び横丁のまちづくり関係者が一堂に会する「全国路地サミット2019 in

八戸」を開催することで、当市の路地及び横丁の魅力を発信し市の活性化を図る。 

２．開 催 日  令和元年10月５日（土）～６日（日） 

３．開催場所  八戸まちなか広場マチニワ、中心街各所、市内沿岸部（エクスカーション） 

４．主  催  全国路地サミット2019 in八戸実行委員会、全国路地のまち連絡協議会 

        ※実行委員会は、八戸横丁連合協議会､八戸中心商店街連絡協議会、八戸商工会議所、 

（一財）VISITはちのへ､(株)まちづくり八戸､八戸市の６団体で構成 

５．事業概要 

 全国の路地関係者が集結する場である同サミットは、北海道・東北エリアでは初開催。 

 「路地・横丁関係者の情報発信と地域間交流・課題共有の場」として、横丁を活かしたまちづ

くりに関わる基調講演、全国各地の事例紹介、まち歩き、館鼻岸壁日曜朝市見学等を実施。 

 八戸市で開催している「酔っ払いに愛を 横丁オンリーユーシアター」を含めた、横丁での各

種イベントと連携し、八戸市市制施行90周年記念事業と位置づけて実施する。 

（１）全国路地サミット2019 in 八戸  

   ①実施日：10月５日（土） 

   ②全体テーマ：「 愛される横丁・路地のロジック 」 

   ③プログラム 

     

      

（２）市内視察（大型バス１台借上げ） 

①実施日：10月6日（日） 

②参加料：1,000円 

③視察先：館鼻岸壁朝市－葦毛崎展望台－種差海岸インフォメーションセンター 

 

時 間 内 容 

13：30～ 中心街まち歩き 

Ａコース：中心街路地・横丁など Ｂコース：はっち・ﾌﾞｯｸｾﾝﾀｰなど 

14：45～ 開会 

主催者挨拶       実行委員長 月舘 裕二 

開催地市長歓迎のことば 八戸市長  小林 眞 

14：50～ 基調講演：東京大学名誉教授 西村 幸夫 氏「路地の問いかけるもの」 

15：30～ パネルディスカッション 

・コーディネーター：弘前大学 教授 北原 啓司 氏 

・事例紹介者 兼パネリスト： 

 ①日置 圭子 氏（東京・神楽坂）   ②村上 陽心 氏（青森・黒石） 

 ③田村 昌弘 氏（北海道・函館） 

・地元パネリスト：④今川 和佳子 氏 ⑤月舘 裕二 

16：50～  パネルディスカション終了、次回開催地（静岡県富士市）挨拶   

  富士の山ビエンナーレ実行委員長 谷津倉 龍三 氏 

17：15～ 懇親会 六日町・THIRD PLACE 

19：00～ 酔っ払いに愛を「横丁オンリーシアター」の観覧・参加 

市 長 記 者 会 見 資 料 
令 和 元 年 ８ 月 2 3 日 
ま ち づ く り 文 化 ス ポ ー ツ 部 
八 戸 ポ ー タ ル ミ ュ ー ジ ア ム 



 

【講師・コーディネーター・事例紹介者】 

〇講師：西村
にしむら

 幸夫
ゆ き お

 氏 東京大学名誉教授・神戸芸術工科大学教授 

 都市景観・街並みに関する研究の第一人者。1952 年福岡県生まれ。東京大学工学部都市工学科卒業、

同大学院修了。明治大学助手、東京大学教授を経て、2017 年より現職。工学博士。全国路地のまち

連絡協議会顧問。著書に『都市保全計画』（東京大学出版会）、『西村幸夫都市論ノート』（鹿島出版

会）、『路地からのまちづくり』（共編著、学芸出版社）、『日本の風景計画』（共編著、学芸出版社）、

『都市の風景計画』（共編著、学芸出版社）など。 

 

〇コーディネーター：北原
きたはら

 啓司
け い じ

 氏 弘前大学大学院地域社会研究科研究科長、教育学部教授 

 専門分野は、都市計画、コミュニティ・デザイン。1956 年三重県生まれ、東北大学建築学科助手、

弘前大学教育学部助教授を経て、2003年より教授。住民参加型まち育ての実践の展開および、その

担い手の育成について、東北をはじめ全国のまちづくりの現場を支援し、2016 年には第５回住総研

清水康雄賞を受賞。八戸市でも、中心市街地活性化市民ワークショップアドバイザー、八戸ポータ

ルミュージアムや新美術館のプロポーザル委員長など、長くまちづくりを支援している。 

 

〇日置
ひ お き

 圭子
け い こ

 氏 【NPO法人 粋なまちづくり倶楽部 副理事長】（東京都・神楽坂） 

 個性豊かな和の風情が息づく神楽坂のまちづくりとともに、全国の“粋なまち”を支援する取り組

みを続ける「NPO 法人粋なまちづくり倶楽部」副理事長として活動。株式会社粋まち代表取締役、

まちの文化祭「神楽坂まち飛びフェスタ」実行委員長、「神楽坂まち舞台・大江戸めぐり」プログラ

ムコーディネーターなど、文化事業・まちづくり企画に多角的に取り組んでいる。 

 

〇村
むら

上
かみ

 陽
あき

心
きよ

 氏 【NPO 法人 横町十文字まちそだて会 理事長】（青森県黒石市）  

 伝建地区「こみせ通り」および近接地区をエリアに、商店街関係者やデザイナーら若手が立ち上げ

た団体。まち歩きツアーや高校生ガイド育成事業、店舗デザイン、カフェ経営などの活動を展開し

ている。また、こみせ通りの元銭湯をリノベーションした市民交流施設「松の湯交流館」を指定管

理者として運営。まちを守りながら新たな発想で育てていく取組を続けている。 

  

〇田村
た む ら

 昌
まさ

弘
ひろ

 氏（だいもん路地裏探偵団主宰、バル街・料理学会運営） 

 【だいもん路地裏探偵団／函館西部地区バル街／世界料理学会 in HAKODATE】（北海道函館市）  

  弘前路地裏探偵団から暖簾分けを受け、まちあるきを通して観光都市函館の一歩踏み込んだ魅力を

紹介。また函館の旧市街地での飲み食べ歩き「函館西部地区バル街」の裏方として、一夜に市民ら

約４千人を集めるイベントに育て上げ、全国へと発信。全国各地のバルイベント誕生のきっかけに。

また料理人らとの協力連携を通して、様々な食のまちづくりを実践する。 

 

〇今川
いまがわ

 和佳子
わ か こ

 氏（酔っ払いに愛をディレクター・合同会社プロア代表） 

 1976 年八戸市生まれ。八戸ポータルミュージアムコーディネーターを経て、合同会社プロア代表。

一般社団法人アーツグラウンド東北理事。主なプロジェクトに「酔っ払いに愛を～横丁オンリーユ

ーシアター～」「三陸国際芸術祭」など。今年で 11 回目を迎える「酔っ払いに愛を」は、横丁の空

間を活かしたパフォーミングアーツとして人気企画に。八戸酒造(株)の企画・広報も担当している。 

 

〇月
つき

舘
だて

 裕二
ゆ う じ

 氏（全国路地サミット 2019in八戸実行委員長、八戸横丁連合協議会事務局長） 

 八戸市長横町で飲食店ビルを経営するほか、長横町商店会会長、八戸横丁連合協議会事務局長、み

ろく横丁を運営する(株)北のグルメ都市取締役など、八戸市での横丁に関わる様々な企画に中核と

して携わる。「酔っ払いに愛を～横丁オンリーユーシアター～」も初回から実行委員長であり、今回

のサミット実行委員長を務める。長く横丁を見つめる、八戸のミスター横丁。 


